
 

 

平成 22 年 7 月 9 日 

各 位 
会 社 名 佐 藤 食 品 工 業 株 式 会 社 

代 表 者 名 代表取締役社長  鈴木 宗行 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード ２８１４）    

問い合せ先 執行役員管理部長  上田 正博 

電 話 番 号 ０５６８－７７－７３１６ 

 

 

ガバナンス評価委員辞任の件について 
 

当社は、平成22年6月29日付プレスリリース「ガバナンス評価委員からの辞任届受領の件について」に記

載のとおり、平成21年6月8日付で設置いたしましたガバナンス評価委員会の構成員であります、稲葉 威雄

氏、竹原 相光氏、福島 洋尚氏（以下、総称して「委員」といいます。）から、当社と委員との間に資本

政策の方向性等に関する見解の相違が生じており、ガバナンス評価委員会の設置の目的及び責務を果たす

ことができなくなったことを理由とする平成22年6月23日付辞任届を同日電子メールにて受領し、当該辞任

届の原本は同月25日に当社に到達いたしました。 

辞任届の受領後も、当社内でその処理について検討を続けておりましたが、今般、委員及びガバナンス

評価委員会の事務局業務を当社が委託していた三井法律事務所に問い合わせ、各委員の辞任の意思に変わ

りがないことを最終的に確認しました。当社といたしましても現状のままではガバナンス評価委員会の設

置目的を達成することが困難であり、後任の委員を選任することが先決であると考え、委員の意思を尊重

し、本日、正式に上記辞任届を受領することといたしましたので、ここにお知らせいたします。 

当社といたしましては、委員の辞任に伴い、後任の委員の選任を含め急ぎ検討を行っております。今

後、当社が決定した重要な事実がございましたら、速やかに開示する予定であります。 

 

ご参考 

 ガバナンス評価委員会の役割 

① 当社におけるガバナンスに関する改善策の実施及び適正かつ実効的な内部統制の実施等を監視、

監督していくこと。 

② 当社取締役及び監査役が、不当に権限を行使することがないように、取締役及び監査役候補者の

適否を評価し、当社取締役会は、同委員会の評価を最大限尊重して株主総会に提案する取締役選

任議案の決定を行うものとすること。 

③ 当社におけるリスク管理のあり方について、取締役会より報告を受け、これに関する評価を行う

こと。 



④ コンプライアンスに関する基本方針、その実行性確保の施策、及びコンプライアンス・チェック

機能を含めた当社のコンプライアンス体制について、取締役会より報告を受け、これに関する評

価を行うこと。 

⑤ 当社の主要株主のあり方についての検討を踏まえた上で、株主共通の利益を害する、あるいは、

会社のガバナンスに悪影響を及ぼす者が当社株式を保有し、取得しようとする場合には、当該株

主・買収者に対して、必要と思われる情報提供を求めた上で、適切な措置（会社法上許される措

置）をとるよう取締役会に勧告すること。 

以 上 

 


